
平成 25 年越路地域委員会 分科会（第 1・第 2）取組むべき課題一覧 
 

■第 1 分科会（教育・福祉・観光部門） 
項   目 取組むべき課題内容 

・観光対策 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・イベント活動 
 
・コミュニティセンター

  の必要性 
 
 
 
・施設の活性化 
・教育対策 
 
 
・河川公園の充実化 
 
・福祉対策 
 
 
 
 
 
 

・巴ヶ丘（もみじ園、中学校、防災公園等）の整備（高橋） 
・越路原に向かう道路が整備され防災公園及び巴ヶ丘公園も身近に感じら 
れることから、公園を活用したイベント等の検討（桑原） 

・巴ヶ丘公園の整備とともに幅広い利用について（番場） 
・来迎寺駅周辺の活性化 
 空き地の有効活用やもみじ園方面への観光促進の検討（金子） 
・耕作放棄地の活用、人工ダムや観光 体験農業への助成（清水） 
・ホタル舞う里の対外的ＰＲ（佐藤） 
・越路地区 主要会社の工場見学ツアー（朝日山、岩塚製菓、帝国石油等）

（佐藤） 
・もみじ園の春期花育成による通年化（芝桜を法面に植える等）（佐藤） 
・もみじ園を核とした四季を通じての観光構築（小林） 
・越路には三大イベントが越路観光協会実行委員会で実施され年々賑やか 
 に開催される。地域委員の皆さんも実行委員に参加してはどうか（桑原）

・越路地域の活性化と充実をはかるために、越路地域を一本化で進む方向 
 を検討（桑原） 
・地域住民への理解を図り 10 年先、20 年先の越路地域のあるべき姿を 
 描き、越路地域コミュニティセンター設置を推進するための運営協議会 
 の検討に取り組む（馬場） 
・越路地域にある公共施設の有効利用と活性化に向けた取組の検討（桑原）

・西小学校はじめ学校の活用（高橋） 
・地域全体での声かけ（挨拶）運動などでいじめ等を減らしていく（小林）

・小、中学校の２学期制について（吉原） 
・芝公園、池周辺、遊具周辺と最近来訪者が多数になっているのでトイレ 
＆手足洗い場などの充実検討（金子） 

・健康教室の発展及び退職男性の参加できる場の提供について（番場） 
・高齢者家庭への生活支援対策を検討し組織的に取組みを図る 
 （災害時の避難支援、積雪時の除雪支援）（馬場） 
・少子高齢化への対応、１人暮らし＆老人世帯等コミュニティ化の促進 
 （小林） 
・高齢者、障害者等の福祉に特化した交通システム整備 
 （デマンド交通システムの検討）（馬場） 



 
（人口増加促進） 
 
・地域活性化対策 
 
・越路地区・区長会

の設立 
 
 
 
・越路支所前広場の

改善 
 
 
 
 
 
 
 
 
・子育て支援 
 
 
 
 
・地域づくり 
 

・交通弱者、過疎地域への交通支援対策の検討（馬場） 
・独身者の出会い・交流場所の提供 
交流場を設定し、他地域にも宣伝・参加者呼びかけ（小森） 

・地域に残る行事支援を検討（馬場） 
・春イベント新規について（吉原） 
・区長・町内会長は各自の地域の管理・統轄のみならず越路地域全体で 
連携し取組み対処しなければならない諸問題は多々ある。ついては 
他地域同様、越路地域も区長会を設定すべきである（鷲頭） 

・町内会、区長会等の全体会議を設置し組織強化と越路地域全体の活性化 
 を図る取組みを検討（馬場） 
・越路支所の真ん前は、こしじ秋まつりの 1 日を除いて開かずの広場に 

なっている。地区市民は正面玄関へ真正面から入ることが出来ず軒下 
通路を通って入るか、時間外受付・職員専用出入口を頻繁に利用して 
いるのが実態である。 
前広場は車 2 台駐車できる□のマスが 37 カ所もあるので車通路を確保 
しても 50 台は駐車可能である。 
足・腰が弱っている来庁者だけでなく、地域市民が胸を張って真正面 
から入ることができるようにすべきである。 
支所長には地域固有業務に係る予算要求権限があるので是非この改良 
整備に早急に取り組んでもらいたい（鷲頭） 

・越路保健センター、福祉センターを利用しての来迎寺地区の放課後児童 
 クラブを設置し、放課後不在となる家庭の児童の健全育成と保護者の就 
 労支援を行なう。第一公園、福祉センター利用により多世代交流も図る 
 又、ファミリーサポートセンターとの連携により保護者の残業等の理由 
 で遅くなるときの預かりを可能にする（西脇） 
・地域づくりに参加出来る（若い世代）体制を作る（西脇） 
 

 


